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日本ヘモレオロジー学会誌 （２００４年）に掲載 
 

 

〔研究目的〕 

ＭＣ-ＦＡＮ（一般には血液の“サラサラ度”を測定する装置として知られている）は生体内の毛細血

管で生じている現象を推定でき、生活習慣病の本態である最小循環障害を確認できるといわれていま

す。そこで、古くから滋養強壮剤として使用されており、また抗ストレス、疲労回復などの改善作用も確

認されているエゾウコギエキス入りドリンクを用いて、その作用を確認しました。 

 

 

〔実験方法〕 

血液流動性を測定するためにＭＣ-ＦＡＮを用い、血液通過時間を測定しました。血液通過時間の比

較的遅い１０名の男性ボランティアにウコギエキス入りドリンク３０ｍｌを１日２回、２週間飲用してもらい、

飲用前後の血液通過時間を測定しました。血液通過時間の測定は飲用開始前、飲用１週間後および飲

用２週間後の３回行ないました。 

 

 

〔結 果〕 

エゾウコギエキス入りドリンク飲用によって血液通過時間は短く、言い換えれば、血液はサラサラに

なりました。また、１週間の飲用よりも２週間の連続飲用の方がより良い結果が得られました。試験結果

を表１に、血液の流れの状態を写真１に示します。尚、この飲用期間中に異常所見は見られませんでし

た。 

 

 

表１．測定結果 

測定時期 血液通過時間 （秒） 

飲用前 53.91±0.90 

飲用１週間後 49.45±2.01 

飲用２週間後 45.39±1.24 

注） 血液通過時間が短い＝血液サラサラ 



 

 写真 1．エゾウコギエキス入りドリンク飲用前後の血液流動性の変化 
 

        

（ドロドロ血液） （サラサラ血液） 

 飲用後 飲用前 
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